


「墜落制止用器具の規格」適合品

形状は一例を示します

取扱説明書

説明書No. S702N保管用

■ 本書を紛失された場合は弊社に請求して
ください。

■ 本書は必要な時に活用できるよう大切に
保管してください。

■ ご使用の前に取扱説明書をよくお読みの    
うえ、正しくお使いください。

墜落制止用器具/フルハーネス型

　本品を正しく安全にお使いいただくために、

ご使用前に作業者と事業者は本書を必ずお読

みください。

  「１．お使いいただく前に」および「2.安全にお

使いいただくために」は事故を未然に防ぐため

にとても大切ですので、よくご理解のうえ、ご使

用ください。

　ご使用前には、「8．点検と廃棄の基準」にし

たがって、点検を行ってください。使用経験の少

ない作業者は、定められた責任者と共に使用

前後の点検を行ってください。

TH-509
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このたびは、《 小町ハーネス 》をお買い上げいただきありがとうございます。
本品は、2ｍ以上の高所作業において、作業床の設置が困難な作業環境や、作業床はあるもの

の、転落・墜落のおそれのある作業床の端や開口部などに、囲い・手すりなどの設置が困難な作
業環境において、作業者の墜落・転落による危険を防止するためにフルハーネス用ランヤードと
組み合わせて使用するフルハーネスです。
　労働安全衛生法第42条に基づく、厚生労働大臣が定める規格「墜落制止用器具の規格」を満
たした製品です。
この取扱説明書はフルハーネス部分についてのみ説明しています。従って、本製品に組み合わ

せるフルハーネス用ランヤードの取扱説明書も併せてお読みください。
なお、より適切な墜落制止用器具の選定・使用のため、厚生労働省通達「墜落制止用器具の安

全な使用に関するガイドライン」の併読をお奨め致します。

・フルハーネス型とは、フルハーネスとランヤードを示します。
・フルハーネスとは、フルハーネス本体のみを示します。
・ランヤードとは、フルハーネスと取付設備とを接続する墜落制止用のロープまたはストラップに、フック
とショックアブソーバを備えたものをいいます。
ランヤードには、第一種ショックアブソーバ付きのタイプ１ランヤードと、第二種ショックアブソーバ付
きのタイプ２ランヤードがあります。
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１．お使いいただく前に
■ 製品の取扱いにおける図記号

製品の取扱いにおいて、墜落を制止し、安全を確保するための
禁止行為を示します。

製品の取扱いにおいて、墜落を制止し、安全を確保するための
注意喚起を示します。

製品の取扱いにおいて、墜落を制止し、安全を確保するために
必ず行うべき行為を示します。

特別教育を受講してください

適切な墜落制止用器具の選定には、フルハーネス型または胴ベルト型の選択のほか、使用可能
質量、ランヤードに関してはフックの取付高さに応じたショックアブソーバの種別、ランヤードの
仕様（ロック付き巻取式）などの選択があります。
ご使用前に、フルハーネスに表示されている『使用可能質量』、ランヤードに関しては、ショックア
ブソーバに表示されている『種類』、『種別』、『最大自由落下距離』、『落下距離』、『使用可能質
量』を見ながら以下の①～⑤項を確認してください。

③ フルハーネスおよびランヤードの使用可能質量をご確認ください（p.12参照）

④ ランヤードの種類をご確認ください

② 作業床の高さがショックアブソーバに表示の落下距離以上であることをご確認ください

高さが２ｍ以上の箇所であって作業床を設けることが困難なところにおいて、フルハーネス型墜
落制止用器具を用いて行う作業に係る業務に従事する作業者は、労働安全衛生規則の改正に
よって、特別教育の受講が義務付けられています。
●事業者は、フルハーネス型を使用する作業者に所定の特別教育を受講させてください。

●フルハーネスおよび、ランヤードのショックアブソーバに表示されている使用可能
質量以下でご使用ください。

作業に合った適切な墜落制止用器具であることをご確認ください

●フルハーネスに組み合わせるランヤードは、種類「フルハーネス型」と表示されているものを
ご使用ください。

『自由落下距離』、『落下距離』については、ｐ.4：注1、注２を参照ください。
『使用可能質量』については、ｐ.12:注３を参照ください。

●必ず、ショックアブソーバに表示されている落下距離をご確認のうえ、ご使用ください。
作業床の高さが、ショックアブソーバに表示されている落下距離を下回る場合は、フック
の取付位置を高くするなど、落下距離を短くする措置をとってください。

●高所作業における、墜落による危険を防止するために使用する墜落制止用器具は、フ
ルハーネス型が原則です。ただし、高さ６．７５ｍ以下で、墜落時に作業者が地面に到達
するおそれのある場合は、胴ベルト型の墜落制止用器具を使用することができます。
●一般的な建設作業の場合は５ｍ以上、柱上作業などの場合は２ｍ以上の箇所では、フ
ルハーネス型の使用が推奨されています。

① 6.75ｍを超える箇所では、フルハーネス型の使用が義務付けられています
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⑤ ショックアブソーバの種別をご確認ください

●腰の高さよりも高い位置にフックを掛ける場合は、第一種ショックアブソーバ付き
のタイプ１ランヤード、足元にフックを掛ける場合は、第二種ショックアブソーバ
付きのタイプ２ランヤードをご使用ください。

●腰の高さよりも高い位置にも足元にも、混在してフックを掛ける場合は、タイプ２
ランヤードをご使用ください。

墜落後ランヤードが緊張
し、ショックアブソーバが
作動するまでの状態

注１：自由落下距離：作業者が墜落した場合、ランヤードが緊張しショックアブソーバが作動するま
での距離を表します。すなわち、作業者がフルハーネス型を使用する場合に
おいて、フルハーネスにランヤードを接続するＤ環の高さからフックの取付高
さを減じたものを、ランヤードの長さに加えたもの。

Ａ(自由落下距離)＝ｃ＋(ｂ－ａ）
Ｂ(落 下 距 離)＝ｃ＋ｄ＋(ｂ－ａ）
                        ＝Ａ＋ｄ
               （自由落下距離＋ショックアブソーバなどの伸び合計）

   ａ：フック取付高さ
   ｂ：Ｄ環の高さ
   ｃ：ランヤード長さ
   ｄ：ショックアブソーバ、フルハーネス、ランヤードの伸び合計
ｂ-a : 追加落下距離

注２：落 下 距 離：作業者の墜落を制止するときに生じるランヤードの伸び、フルハーネスの伸び
などを、自由落下距離に加えたもの。

a
b

a b

c

b

b

a

c

d

A

B

作業床(作業箇所)

（実際の状態）

A

　作業中　 落下が停止した状態

   Ａ：自由落下距離（ランヤードが緊張し、ショックアブソーバが作動するまでの落下距離）
   Ｂ：作業床（作業箇所）からの落下距離

（下図Ａに表示）

（下図Ｂに表示）

自由落下距離・落下距離について
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ショックアブソーバに表示の落下距離は、標準的な使用条件（手すりの高さ0.85ｍ）における
距離を示しています。
落下距離は、ご使用時のフック取付高さ、ランヤード長さによって異なりますのでご注意くださ
い。（フックの取付位置が高いほど、ランヤードが短いほど落下距離は短くなります）

『種類』『種別』『最大自由落下距離』『落下距離』『使用可能質量』の表示例

≪ 標準的な使用条件における自由落下距離・落下距離 ≫

ランヤードの長さ：1.7m の場合（c）
ランヤードとフルハーネスを結合する環の高さ：1.45m（b）
フックの取付高さ：0.85ｍ（手すりの高さ）（a）
100kg対応ショックアブソーバ（第一種）の伸びの最大値：1.1m（d1）
フルハーネスなどの伸び：1m※　（d2）

落 下 距 離Ｂ＝ 4.4ｍ ＝ 2.3m ＋（1.1m＋1m）（100kg対応の場合）

自由落下距離Ａ＝ 2.3ｍ ＝ 1.7m ＋（1.45m－0.85m）
追加落下距離 0.6ｍ

※フルハーネスなどの伸び：1m：標準的な使用条件において、落下試験を行ったときにフルハーネス
の伸び、ランヤードのロープ／ストラップの伸びを想定し、その
長さは１ｍとされています。

130kg 対応の場合 ショックアブソーバ(第一種)の伸びの最大値：1.2m（d1）
落下距離Ｂ＝4.5m＝2.3ｍ＋(1.2m＋1m)

≪ 最大自由落下距離 ≫
ショックアブソーバに表示の最大自由落下距離（2.3m）とは、ショックアブ
ソーバ単体の性能を確認した距離を示します。

【フルハーネス (一例を示します）】 【ランヤード（ショックアブソーバ） (一例を示します）】

『種類』

『種類』

『種別』

『最大自由落下距離』

『落下距離』

『使用可能質量』

『使用可能質量』

d = d1 + d2
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スリングベルトなどの資材をつり上げる用具に代用
するなど、他の用途で使用しないでください。

同一メーカーの製品を組み合わせてください

フルハーネスとランヤードとの組み合わせ品の性能試験はメーカー毎に行い、確認してい
ます。従って、同一メーカーの製品の組み合わせを推奨します。

墜落制止用ですので他の用途には使用しないでください

フルハーネス

ショックアブソーバ付きランヤードを接続してください

フルハーネスに組み合わせるランヤードは、ショックアブソーバ付きでなければなりません。
但し、弊社製品のベルブロック・ウルトラロック（共にロック機能搭載の墜落制止用器
具の関連器具）はショックアブソーバが無くてもフルハーネスのD環に接続してご使用
いただけます。

外見上の変形がなくても、一度でも大きな荷重が加わったものは、再び落下すると衝撃荷
重が大きくなり、身体に損傷を及ぼすばかりか、墜落制止できないおそれがあります。
●一度でも大きな荷重が加わったものは、ランヤードを含むフルハーネス型全体を廃棄し
てください。

一度でも大きな荷重が加わったものは使用せず廃棄してください

使用頻度、使用環境や保管方法によって異なりますが、使用開始年月から3年をめやすと
して新品と取り替えてください。詳しくは「７.交換のめやす(耐用期間）」をご参照くだ
さい。

耐用年数をご確認ください
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分解や部品の取り外し、他の部品の組み込みなどの改造をすることは墜落制止用器具と
しての性能を十分に発揮できないばかりか、重大事故になるおそれがありますので絶対
におやめください。
また､分解･改造された製品について､性能を保証することはできません｡

分解・改造しないでください

ベルトが雨などに濡れて水分を含むと電気が流れやすくなり、電線などに触れると感電す
るおそれがあります。また、電気ショートによって溶融するおそれがあります。

雨の日は感電にご注意ください

使用温度が－25℃～50℃以内であっても水に濡れるなどして凍結すると、バックルのス
ライド部やロック機能が作動しないおそれがあります。
特に、ワンタッチバックルが凍結すると、内部のロック機能が作動せず、墜落制止できな
いおそれがあります。
●操作して異常がないことを確認してご使用ください。

使用温度は－25℃～50℃の範囲でご使用ください

弊社の墜落制止用器具および関連附属器具の使用につきましては、下記のような特殊な環境
下においては、設計上の性能・機能が十分確保されない状況が発生することが考えられます。

（1）金属類に錆びの発生しやすい海上や海岸地域での使用
（2）摺動部の作動に悪影響をおよぼす可能性がある土砂などの付着しやすい現場での使用
（3）繊維類の劣化が考えられる高温域での使用
（4）酸やアルカリの付着が考えられる現場での使用
（5）その他、金属・繊維類に悪影響をおよぼす特殊な環境下での使用

特殊な環境下でご使用になる場合は、「13.お客様相談窓口」にご相談ください
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２．安全にお使いいただくために

本取扱説明書では、危害発生の頻度と程度を「危険」「警告」「注意」で示しています。
各表示の意味は次の通りです。

取扱いを誤ると、死亡、または重傷を負う可能性があります。

取扱いを誤ると、軽傷を負ったり、物的損害が発生する可能性があります。

警告

注意

警告 取扱いを誤ると、死亡、または重傷を負う可能性があります。

■ 製品の取扱いにおける警告表示

ランヤードが首の前にある状態や、わき(腋)･また(股)に挟込んだままで作業しないでください

背部Ｄ環を使用中の場合

胸部Ｄ環を使用中の場合

ランヤードが首の前にある状態で作業中に墜落した場合、墜落制止時にランヤードが首に
掛かって重大事故になるおそれがあります。また、わき(腋)･また(股)に挟込んだままの
状態で作業中に墜落した場合は、ランヤードが手足を挟み込んで身体に損傷を及ぼすおそ
れがあります。
●墜落制止時にランヤードが首、わき（腋）、また（股）などに絡まないようにしてくだ
さい。
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警告 取扱いを誤ると、死亡、または重傷を負う可能性があります。

ベルトなどの合成繊維部品は、熱によって溶融して強度が低下し、十分な強度が得られ
ず、 墜落制止できないおそれがあります。

高温部に近づけないでください

ベルトなどの合成繊維部品は、酸・アルカリで溶解してベルトなどの強度が低下し、十分
な強度が得られず、墜落制止できないおそれがあります。
●塗料などの汚れを取る場合には、強度低下をまねく溶剤は使用しないでください。

酸（バッテリー液など）・アルカリを付着させないでください

休止フック(構造物に掛けていないランヤードのフック)を、胸部Ｄ環などに掛けた状態で
墜落制止した場合、ランヤードのショックアブソーバの作動を妨げるおそれがあります。
また、胸バンドに休止フックを掛けた状態で墜落制止した際、胸バンドの連結金具が壊
れて、フルハーネスが肩から脱げてしまうおそれがあります。
●作業中は、休止フックを必ずフックハンガー(またはランヤードホルダー)に掛けてく
ださい。

※この警告文におけるツインランヤード式とは、ランヤード2本に対しショックアブソーバが
１つの構造のものに限る。

作業中休止フックはフックハンガー以外に掛けないでください (ツインランヤード式の場合※）

フックハンガーに掛けた状態 胸部Ｄ環に掛けた状態

ハンダゴテ
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●バックルの連結は、必ず右図（左側）
のように、差込スライド板の突起部が
バックル本体に納まるように留めてく
ださい。

パススルーバックルの連結方法を間違えると、墜落制止時にバックルが外れて重大事故に
なるおそれがあります。 

パススルーバックルは正しく連結してください

●差込プレートは両側のロック解除レバーの位置が、各図に示すロック状態になるまで
（「カチッ」と音がするまで）差し込んでください。連結後、ベルトを左右に引っ張って差
込プレートが確実にロックされていることを確認してください。 

●腿ベルト用・胸ベルト用ワンタッチバックル、胸バンド用連結金具の場合、バックル本体の
ロック確認窓が赤色になっていることを確認してください。なお、胸バンド用連結金具本
体のロック確認窓が黒色の場合は、ベルトがねじれていますので、ベルトのねじれを直して
バックルを連結し直してください。

●保護服の上に装着される場合は、保護服を挟み込まないように注意してください。

差込プレートを確実にロックしていないと、墜落制止時に差込プレートが本体から抜けて
重大事故になるおそれがあります。

（ワンタッチ仕様の場合）差込プレートが確実にロックされていることをご確認ください

警告 取扱いを誤ると、死亡、または重傷を負う可能性があります。

腿ベルト用・胸ベルト用 胸バンド用

ロックした状態

ロック解除レバー

ロック確認窓から差込
プレート(赤色)が見える

押し込まれたままの状態

ロックしていない状態

ロック解除レバーが

隙間がある
差込プレート

ロック確認窓から差込プレー
ト(黒色)が見える場合は、ベ
ルトがねじれています

ロックした状態

ロック解除レバー

ロック確認窓から差込
プレート(赤色)が見える

表示されている最大自由落下距離以下でご使用ください

差込スライド板
の突起部

ランヤードのショックアブソーバに表示されている最大自由落下距離を超えて使用されま
すと、墜落制止時の衝撃荷重が大きくなって、身体に損傷を及ぼすおそれがあります。

ロックしていない状態

差込プレート

押し込まれたままの状態
ロック解除レバーが

隙間がある

ロック確認窓から差込
プレート(赤色)が見えない
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警告 取扱いを誤ると、死亡、または重傷を負う可能性があります。

ツインランヤード式にする場合は２本共墜落制止用のランヤードをご使用ください

墜落制止時には、ショックアブソーバが作動し伸びますので、フックの取付位置が低いと
身体が地面や下方の障害物に衝突し、身体に損傷を及ぼすおそれがあります。
●落下距離はショックアブソーバの種別によって大きく異なりますので、ご使用前にご確
認いただき、表示の落下距離を超えないようにご使用ください。

●アンカーに水平母線ロープなどを利用する場合は、母線ロープのたわ(撓)み量を加算し
て十分な落下距離を考慮してください。

フックは墜落制止時に地面に衝突しない高さに取り付けてください

●移動時におけるフックなどの掛け替え時の墜落を防止するために、２つのフックなど
を相互に使用するツインランヤード式（二丁掛け）をお奨めします。なお、フルハー
ネスに使用する２本のランヤードは、いずれも墜落制止用器具としての要件を満たす
ものをご使用ください。

フックの取付位置が低くなると、墜落制止時に落下距離が長くなり、衝撃荷重が大きくな
って身体に損傷を及ぼすおそれがあります。
●フックの取付位置は高い方が落下距離が短くなりますので、できるだけ高い位置に取り
付けてください。

●タイプ２ランヤードをお使いの場合、フックを足元に掛けてご使用いただけますが、
　落下距離は短い方が衝撃荷重が小さくなり、身体への衝撃も少なくなります。

フックは出来るだけ高い位置に取り付けてください

タイプ１ランヤードのフックを足元に掛けた状態で墜落制止した場合、衝撃荷重が大きく
なり、身体に損傷を及ぼすおそれがあります。
●足元に取り付ける場合は、タイプ２
　ランヤードをお使いください。

タイプ１ランヤードのフックは腰よりも高い位置に取り付けてください

タイプ１ランヤード使用の場合
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垂直・水平親綱の１スパンを使用する作業者は１名としてください

墜落制止時に、友引き状態になり、他の作業者も同時に落下するおそれがあります。

警告 取扱いを誤ると、死亡、または重傷を負う可能性があります。

使用可能質量(体重＋装備質量)注3以下でご使用ください

墜落制止用器具には使用可能な最大質量が、必ず表示されています。
フルハーネスに表示されている使用可能質量を超えて使用されますと、墜落制止時に大
きな荷重が加わり重大事故になるおそれがあります。
●フルハーネスおよびランヤードに表示されている使用可能質量をご確認のうえ、使用
可能質量以下でご使用ください。また、ランヤードを交換・追加する場合にも、組み
合わせるランヤードに表示されている使用可能質量をご確認のうえ、作業者の体重と
装備重量の合計が超えることのないようご使用ください。
●フルハーネスおよび、ランヤードのショックアブソーバそれぞれに表示されている使
用可能質量が異なる場合は、小さい方の使用可能質量以下でご使用ください。
詳しくは「13.お客様相談窓口」までご相談ください。
注3：使用可能質量(体重＋装備質量)：体重と装備品全ての合計質量の最大

腿ベルトおよび胸ベルト(胸バンド）のバックル(連結金具)を外した状態では、墜落制止
できないおそれがあります。また、墜落制止時に姿勢が崩れ、身体に損傷を及ぼすおそれ
があります。

●腿や胸ベルトのバックルを外した状態で使用しないでください。
●左右の腿ベルトのバックル（左右にて色違い)
   および胸ベルトのバックルは、組み合わせを間
   違えないように、「5.フルハーネスの装着方法」
   を参照のうえ、正しく連結してご使用ください。
●ベルトがねじれたまま装着しないでください。

腿ベルト・胸ベルト(胸バンド)のバックル(連結金具)は正しく連結してご使用ください
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腰袋などによって隠れている部分にベルトの摩耗が発生する場合があります。

●点検の際には、腰袋などによって隠れている部分もベルトが摩耗していないか、確認
を行ってください。

 腰袋などに隠れている部分も点検してください

ベルトなどの合成繊維部品は、紫外線によって強度が低下します。

屋外に放置しないでください

必ず身体に合せてベルト長さを調節してください

フルハーネス型に体重を預けないでください

体重を預けるとフルハーネスおよびランヤードが損傷して強度不足になったり、バランスを
くずして落下する場合があります。

●体重を預ける作業には、別売りのワー
クポジショニング用器具を併用して、ご
使用ください。

注意 取扱いを誤ると、軽傷を負ったり、物的損害が発生する可能性が
あります。

ベルトを緩く締めていると、フルハーネスから身体が抜けて墜落制止できない場合や、作業
時に緩んだベルトが突起物などに引っ掛かり転倒する場合があります。
また、墜落制止時の落下距離が長くなり、衝撃荷重が大きくなって、身体が損傷する場合が
あります。
●墜落制止時にフルハーネスがずれ上がらないように、また、安全な姿勢の保持ができる
ように、緩みなく確実に装着して下さい。

ランヤード
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ベルトの内側にシノなどを差しておくと、墜落制止時に身体に損傷を及ぼす場合があり
ます。

●工具類は必ず腰袋、シノは、シノ差しへ
入れてください。

 工具類は腰袋へ収納してください

 丁寧に扱ってください

サスペンショントラウマのリスクについて

フルハーネス型は、高所からの墜落制止後から救助までの間に、ベルトの圧迫で下肢に血
液が貯留し、血液循環不全から派生する心臓停止や脳死の可能性があることが報告されて
います。
弊社オプションのリリーフストラップを活用することで、発症を遅らせることができます。
詳しくは「13.お客様相談窓口」までご相談ください。　　　　

注意 取扱いを誤ると、軽傷を負ったり、物的損害が発生する可能性が
あります。

●本品を引きずらないでください。
●砂・土・水の混入・接触を避けてください。
●放り投げたり、重量物の下積みにしたりしな
いでください。

各部品に異物が付着したり、ワンタッチバックルなどの組立部品の内部に混入したりす
ると、ばねなどの部品が破損や変形し、作動不良を起こす場合があります。
また、ベルトなど合成繊維部品は、摩耗して強度が低下します。
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３．用　　途

フルハーネス型の使用例および用途は次のとおりです。 

ランヤードと組み合わせて、身体を保持する作業には使用できません。 

使　　用　　例 用　　　　　　　　　　　途

２ｍ以上の足場のある高所作業において、作業者の墜
落・転落による危険を防止するためにフルハーネス型
ランヤードと組み合わせて使用する墜落制止用器具で
す。
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４．構造および各部のなまえ（形状は一例を示します）

TH-509-OT型 

購入後は、取扱説明書を読んで、構成部品がそろっていること、
異常がないことをお確かめください。
構成部品に不足や異常があった場合は、弊社へご連絡ください。

胸ベルト用
バックル

肩ベルト

固定金具

胸ベルト

胸部D環

肩ベルト

カラー

TH-509OT-D-OT型 

胸ベルト部(胸部D環付き)の図

長さ調節環

背部Ｄ環

骨盤ベルト

肩ベルト

ネームタグ

（縫製部[縫糸]）

ワンタッチバックル
（本体）

（差込プレート）
ワンタッチバックル

ベルト余長通し

腿ベルト

（本体）

胸バンド

（差込プレート）Ｄ環止め
カラー

胸バンド用連結金具

ベルト通し

ベルト余長通し
ベルト通し

長さ調節環

胸バンド用連結金具
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５．フルハーネスの装着方法

ランヤードを取り付けてからフルハーネスを装着してください。
作業者の身体を安定した姿勢で墜落制止できるよう、フルハーネスは正しく装着してください。

フルハーネスの装着方法

(1) 肩ベルト部に腕を通します。 (2) 胸バンド用連結金具（または
     胸ベルト用バックル）を連結します。
（胸バンド用連結金具はp.18、
  胸ベルト用バックルはp.19を参照）

（4）肩ベルトの長さを調節します。 （5）ベルトの余長部分を折り返し
て、ベルト余長通しで留めま
す。

（6）腿ベルトの長さを調節します。

(8)胸バンドの長さおよび高さを
　　調節※します。　

(7)ベルトの余長部分を折り返して、
ベルト余長通しで留めます。

※ 胸部Ｄ環付きの場合は、胸ベルトの長さ調節ができない仕様です。

(3)腿ベルト(2本)をバックルで
　 連結します。 
 （ワンタッチバックルは p.19、
　パススルーバックルは、p.20を参照）

(9) 緩みなく確実に装着できてい
ることを確認します。

         （装着完了）
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各種バックルの使い方

胸バンド用連結金具の使い方

（1）胸バンドの長さ調節

両側のロック解除レバーを同時に
押すと差込プレートが外れます。

ベルトがしっかりと締まる長さに調節します。

（3）外すとき

（2）連結するとき

片方の手で連結金具本体を保持して、差込
プレートを本体の奥に当たるまで（｢カチッ｣
と音がするまで）差し込みます。

両側のロック解除レバーがロックの位置
にあることを確認のうえ、さらにベルトを
左右へ引っ張って、差込プレートがロック
されていることを確認してください。
また、胸バンドがねじれていないこと
（バックル本体のロック確認窓から差
込プレートの赤色が見えていること）
を確認してください。(p.10参照)

ロック解除レバー

胸バンド用連結金具に写真変更

引っ張ってロックを確認

ロック解除レバー

本体
差込プレート
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（2）腿ベルトの長さ調節

胸・腿ベルト用ワンタッチバックルの使い方

両側のロック解除レバーを 
同時に押すと差込プレートが外れます。

ベルトを引っ張って緩みがないように長さを
調節します。

その後、２個のベルト通しに通したベルトの
余長部分を折り返し、ベルト余長通しで留め
ます。

（3）外すとき

（1）連結するとき

片方の手でバックル本体を保持して、差込
プレートを本体の奥に当たるまで(｢カチッ｣
と音がするまで）差し込みます。

両側のロック解除レバーがロックの位置
(p.10参照)にあることを確認のうえ、さらに
ベルトを左右へ引っ張って、差込プレートが
ロックされていることを確認してください。
また、ベルトがねじれていないこと（バック
ル本体のロック確認窓から差込プレートの赤
色が見えていること）を確認してください。

本体

差込プレート

ロック確認窓

ベルト余長通し

ロック解除レバー

引っ張ってロックを確認

※ 胸部Ｄ環付きの場合は、胸ベルトの長さ調節ができない仕様です。

ベルト余長通し
ベルト通し

ベルト余長通し

ベルト通し
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６．ランヤードなどの接続方法

ランヤードのカラビナ(人体側フック)をフルハーネスの
背部D環に取付けます。

ランヤードの接続方法

カラビナ(人体側フック)がD環に確実に掛かっていることを目視で確認のうえ、
カラビナを引っ張り確実に接続できていることを確認してください。

ランヤードのカラビナ(人体側フック)などを背部D環に取付けてから、フルハ
ーネスを装着してください。

フルハーネス用ランヤードは、着脱式連結ベルト(別売)に接続しないでくだ
さい。ランヤードに表示の落下距離を超え、地面に衝突するおそれがありま
す。また、衝撃荷重が大きくなります。

パススルーバックルの使い方

差込スライド板の突起部がバックル本
体に納まるように重ねた後、ベルトの
先端部を引っ張って、ベルトがしっか
りと締まる長さに調節します。
その後、ベルトの余長部分を2個のベ
ルト通しで留めます。

差込スライド板を横にした状態でバック
ル本体の開口部に通します。

 連結方法に注意してください。
 （p.10参照）

開口部

バックル本体

差込スライド板

突起部

①

②

ベルト通し
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ベルブロック・ウルトラロックの接続方法

（1）ベルブロックなどのフック(カラビナ)を、フルハーネスの
Ｄ環に取り付けた着脱式連結ベルトのＯ環に掛けます。

着脱式連結ベルト(別売)を使用した場合

着脱式連結ベルトを使用する場合は、あらかじめフルハーネスのＤ環に取り付けて
からご使用ください。

フック(カラビナ)がD環に確実に掛かっていることを目視で確認のうえ、フックを
引っ張り確実に接続できていることを確認してください。

（2）面ファスナーを外し、着脱式連結ベルトを肩ベルトから
外します。

（3）使用後は、面ファスナーで着脱式連結ベルトを肩ベルトに
留めておきます。

直付けの場合

（1）ベルブロックなどのフック(カラビナ)を、あらかじめ
フルハーネスの背部Ｄ環に掛けます。

直付けの場合は、ベルブロックなどのフック(カラビナ)
を背部D環にあらかじめ取付けてから、フルハーネスを
装着してください。

着脱式連結ベルトはベルブロックなどのフック(カラビナ)
を胸の前で接続するためのものです。
着脱式連結ベルトにランヤードは接続しないでください。
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●責任者を定めるなどの方法で確実に交換を行い、その内容を管理台帳に記録してください。
●使用を開始した年月を、肩ベルトのネームタグ裏面に必ず記入してください。（下図参照）
●ランヤードなどを取り替えた時は、その年月をネームタグ裏面に必ず記入してください。

使用頻度、使用環境や保管方法などによって異なりますが、使用開始年月から3年をめやす
として新品と取り替えてください。
ただし、耐用期間内であっても「8.点検と廃棄の基準」にしたがって点検を必ず実施し、廃
棄基準に該当するものは使用しないで、新品と取り替えてください。
また、一度でも大きな荷重が加わったものは使用せず、廃棄してください。

７．交換のめやす（耐用期間）

ネームタグ
裏面
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８．点検と廃棄の基準

●一度でも大きな荷重が加わったものは使用せず、廃棄してください。

●墜落制止用器具および関連附属器具は消耗品であり､使用しているうちに摩耗などに
よって性能が低下します。従って、点検において１項目でも廃棄基準に該当するものは､
機能不良や強度不足になりますので新品と取り替えてください。

●使用経験の少ない作業者は､管理者または経験者と共に使用前後の点検を行ってくだ
さい。

●責任者を定めるなどの方法で確実に点検を行い、その内容を管理台帳に記録してくだ
さい。

始 業 点 検：使用する作業者が作業前に毎回行ってください。
　　　　　　点検後、地上で本品を装着し、異常のないことを確認してください。

定 期 点 検：使用する作業者もしくは管理者･責任者が１カ月ごとに行ってください。

異常時点検：作業中、本品に異常を感じたら直ちに作業を中止し、再点検を行ってください。

変形によってベルトが締まらないもの。

深さ1mm以上の傷や摩滅があるもの。

全体に赤錆または著しい腐食が発生しているもの。

本体・差込プレート（差込スライド板）が変形・摩滅している
もの。

変形やばねの折損などによって、ロック解除レバーが元
に戻らず、差込プレートがロックできないもの。

◎

○

○

○

バックル
・

連結金具

リベットかしめ部にガタがあるもの。

◎：最重要点検項目      ○：重要点検項目

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

リベットの頭部が1/2以上摩滅しているもの。

○ ◎

◎

腿ベルト･胸ベルト用

胸バンド用

差込
プレート

ロック解除レバー

ロック
解除レバー

本体

本体

差込スライド板

点 検 方 法 と 廃 棄 基 準点検箇所・項目 始業
点検

定期
点検

差込
プレート

ベルト通し
摩滅
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亀裂 肩ベルト・腿ベルトから脱落しているもの。

亀裂があるもの。

１mm以上摩耗しているもの。

○

○

○

ベルト通し

摩耗

点 検 方 法 と 廃 棄 基 準点検箇所・項目 始業
点検

定期
点検

目視で分かる程度の大きな変形があるもの。

深さ１mm以上の傷や摩滅があるもの。

全体に赤錆または著しい腐食が発生しているもの。

D環止めが破損または脱落し、D環が固定できないもの。

カラーが破損または脱落し、D環の動きがスムーズでない
もの。

ベルトの耳に2mm以上の傷・擦り切れがあるもの。

ネームタグに記載の内容が確認できないもの。

○

○

○

廃棄について：金属部品と合成繊維部品（またはプラスチック）は分別して廃棄処理してください。

Ｄ環取付部
(背部・胸部）

環　  類

変形

傷

リベット

損傷箇所

◎

◎

◎

○

◎

薬品が付着したもの。
薬品によって変色・硬化・溶解箇所があるもの。

塗料などが著しく付着して硬化しているもの。

◎

◎

縫 製 部 縫製部に緩みやほつれがあるものや、縫糸が摩耗したり、
１個所以上切断しているもの。 ○切断箇所 ◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

ネームタグ
(ラベル）

◎

○ ◎

○

◎

◎

◎

ベ ル ト

耳または幅の中に2mm以上の損傷・焼損・擦り切れがあ
るもの。

バックル把持部に著しい毛羽立ちがあるもの。

全体的に摩耗・毛羽立ち・著しい汚れがあるもの。（素手で確認）

◎

◎

◎

◎

◎

◎

２mm

ベルトがねじれたままのものや、ねじれを解消してもベ
ルトが曲がってよじれたままのもの。 ◎ ◎

○

リベットかしめ部にガタがあるもの。

◎

袋などに隠れるベルト部分が摩耗しているもの。

◎

点 検 方 法 と 廃 棄 基 準点検箇所･項目 始業
点検

定期
点検

Ｄ環止め

カラー

リベットの頭部が1/2以上摩滅しているもの。



（1）次のような場所で保管してください。
　ア） 直射日光に当たらない所。　　　　　オ） 塵埃の少ない所。
   イ） 風通しがよく、湿気の少ない所。　　カ） ねずみなどの小動物の入らない所。
　ウ） 火気・放熱体などが近くにない所。　キ） その他、墜落制止用器具の機能・強度
   エ） 腐食性物質と同室でない所。                   に悪影響を及ぼさない所。

（2）高温（50℃以上）となる場所に長時間保管しないでください。
（3）物品の下積みなどによって傷や変形が起こらないようにしてください。
（4）使用後は次のように手入れを行ってください。また、使用していない期間が続いても定

期的に手入れを行ってください。
　ア）バックルなどの金具部品が水などに濡れた場合は、よく拭き取ってください。付着

した泥・砂・埃などは取り除いてください。可動部には時々注油してください。
　イ）ベルトなどの合成繊維部品が汚れている場合は、水を含ませた布などで軽く叩いて

汚れを布に移してください。その後、直射日光の当たらない風通しのよいところで
自然乾燥させてください。

（5）責任者を定めるなどの方法で確実に保管・手入れを行い、その内容を管理台帳に記録し
てください。

９．保管・手入れのしかた
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弊社総合試験所において、下記の方法で性能試験を行い、以下の規格値を満たすことを確認
しています。
試験は、新品で行っています。よって、特に合成繊維部品は、使用による摩耗・紫外線劣
化・その他の要因によって経年と共に低下しますので、「8.点検と廃棄の基準」の項目を参
照して、点検を十分に行ってください。

10．性　　　能
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＊トルソーの質量については、フルハーネスの使用可能質量による。

試　　験　　方　　法試　験　項　目 社内規格値「墜落制止用器具の規格」 値　

10.1
フルハーネス
の耐衝撃性等

10.2
フルハーネス
の引張強度

落下後の
トルソーの
傾き角度：
45°以下

脚部から先に1m落下後の角度

頭部から先に1m落下後の角度

トルソー＊
130kg

トルソー
130kg

胸部
Ｄ環式

脚部から先に1m落下後の角度

頭部から先に1m落下後の角度

背部
Ｄ環式
(一般品)

落下後の
トルソーの
傾き角度：
50°以下

15.0kN以上順方向（静的トルソーの頭部方向）

逆方向（静的トルソーの脚部方向） 10.0kN以上

15.0kN以上

10.0kN以上

テスト
ランヤード

テスト
ランヤード

落下後の
テストランヤードとトルソーのなす角度

落下後の
テストランヤードとトルソーのなす角度

落下後の
トルソーの
傾き角度：
45°以下

落下後の
トルソーの
傾き角度：
50°以下
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12．オプション

11．モデル表

RPS-10背当てパッド
クッション材入りで肩部の負担を
軽減します。面ファスナーで固定
できます。
※TH-506/TH-566 タイプには取り付けで
きません。

使用していないランヤードの
フックと、束ねたロープを掛
けられます。

R-23-45
ランヤードを使用しない時に
フックが掛けられます。
※タイプによっては標準装備されて
います。

NR-2-DG着脱式連結ベルト

ベルブロックやウルトラロックなど
の接続が胸前で行えます。

RPM-10-1腿パッド
ベルトの食込みを緩和します。
面ファスナーで取付が簡単です。
※TH-534 タイプイには取り付けできません。

R-26-45ランヤードホルダー

※タイプによっては標準装備されています。

RPS-60肩パッド

ソフトで軽量なクッション材
を採用しています。反射材付
なので、夜間の作業でも視認
性を高めます。

万一の墜落制止後に、フル
ハーネス型にぶら下がった
状態で使用するストラップ
です。
大腿静脈の圧迫を防ぎ　
血液循環を確保します。

RRS-１リリーフストラップ
フックハンガー

ここでは、標準モデルのみを記載しています。
この取扱説明書は、小町ハーネス(型番：TH-509から始まるフルハーネス）に対応してい
ます。商品の仕様は、予告なしに変更される場合があります。
詳しくは、お客様相談窓口にお問い合わせください。

型　　　　　　番 型　　　　　　番

TH-509-OT TH-509-PT



TEL（0795）48-3851　FAX（0795）48-3409
TEL（022）256-7001　FAX（022）295-7423
TEL（03）5821-2241　FAX（03）5821-2170
TEL（052）211-7781　FAX（052）211-7782
TEL（06）6882-3355　FAX（06）6242-2170
TEL（092）413-6110　FAX（092）413-6120

この取扱説明書の内容やその他製品に関するご質問がございましたら、お買い上げの販売
店、または下記のご相談窓口にご相談ください。

13．お客様相談窓口

藤井電工株式会社
本　　社　営　業　部　〒679-0295 兵庫県加東市上滝野1573番地2 
東北地区　仙台営業所　〒983-0842 仙台市宮城野区五輪2丁目9番5号 五輪ビル
関東地区　東 京 支 社　〒103-0004 東京都中央区東日本橋1丁目7番2号 長坂ビル
中部地区　名古屋営業所 〒460-0008 名古屋市中区栄1丁目29番19号 ヤスイビル
関西地区　大阪営業所　〒530-0041 大阪市北区天神橋1丁目8番13号 林ボタンビル
九州地区　福岡営業所　〒812-0013 福岡市博多区博多駅東2丁目8番27号 博多駅東パネスビル
　北海道・北陸・中国・四国・沖縄地区は、本社営業部のご相談窓口にご相談ください。

URL=https://www.fujii-denko.co.jp/

18012 H 01

各種試験設備を備えた藤井電工総合試験所

屋外試験鉄塔群

社(やしろ)工場

屋内試験鉄塔

ISO 9001/ISO 14001 登録認証範囲：
墜落防止用安全帯、墜落防止装置、
配電・送電・通信線工事用機材の設
計・開発、製造及び販売


